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内にありながら最高気H誌は300Cを越えることはなく，最低気温は-lO"Cになることがある o :q. 3:fL 





















1 .=tな終 ìlîi物生波五l: と ~Èìlîiiií!
単位:ha， t，劉， f:i7JPl 
ホウレンソウ
26 3百7 1 1，103 465 760 350 
~l~主主:澄 1，818 200 16，148 726 937 302 2，077 5，250 









野菜類は， 19731+~ と 851f.に大tlt 19781ドにキュウリ， 1985年にホウレンソウが閣の産地指定を受






















!民If1;1犬j兄と労j糸約なあり;j 林業 23 9 47 83 13.1 
の検討にi渇する制資報告 9!ll絞殺 48 22 7 112 8 197 31.0 
( 1) J 2)にまとめている。 51 [5 14 7 87 13.7 
サービス業 36 [3 7 2 58 9.1 
本報告では現在の林業生産 公務 G5 2 G8 10町7
構造の基礎ができた戦後か 85 20 2 28 7 142 22.4 
らの股史について以下述べ 308 79 12 210 26 G35 100.0 
ていく o 資料:小国終業振興地域技術i計約üJ，~礎資料 1)




45~49 50--54 55~59 60~64 65-69 70-74 75-79 80-84 85-89 
1<官級制約 1，098.25 339.88 717.31 871.26 1，249.74 13，99.13 956.07 540.30 12臼.4 55.83 
























1960 104 51 16 36 うちが~2 ， 000haに拡大造林が行われ，現議これ
1970 153 28 1 114 らの造林木がV.VI齢級になっており，いわゆ
:る保育関伐の中心的な林分になっている。資料:1960， 701判除決i淡林業センサス TfT町村別統計lL~
3 森林組合の事業展開


































ていた。しかし，農業生践のヰ1心が米 5 森林組合のI1文総長Hの推移 lì1屯伶~ : -T'Pl 
作から野菜・高践に移行していくのに
伴い，農林家の労働力配分に変化があ
らわれ，析出器撤がj抗j裂していったり 1963 4，866 917 78 13，975 19，836 
このような特議:のもとで，森林組合は 1961 5，404 1.570 328 14.137 21，439 
専業的な林業労働力を組織化し，住Jlri 1965 7，051 1，624 582 15，775 25，032 
過組合ft1子しなければならなくなったO 1966 7，922 2.325 491 16，582 27，320 
1967 7，841 4.815 806 26，607 40，069 
また，政策的に中核林業振興地域整備 1968 700 5，364 6，960 1，088 18，245 62，357 
事業が51訪告され， の担い と 1969 1，α)0 6，726 6，991 1，286 60，018 76，021 
して森林組合が措定されるにいたって， 1970 7，050 5，791 1，081 78，790 92，712 
専業的i直接原用形態でない森林総合の 1971 8，580 4，366 1，329 82，6:32 96，907 
作業班の形式的な組織作りが始められ 1972 1，731 3，961 1，291 82，9]] 99，89.1 
た。これらの作業班員は森林総合が窓 1973 13，640 10，461 717 80，127 105，245 
口になっていた労務共済制度の適用者
1974 1，874 自，886 1，081 82，お4 104，225 
1975 11.345 8，415 1，348 91，047 112，155 
で、あった。このHilJ皮は197011"代後半よ 1976 1，367 7，646 4，415 105，370 128，798 
りIIT1大jのi休業労勤者のうち年間 100日 1977 18，518 7，325 15，258 122，02:5 163，126 
以上の就労者を対象に実施されていた。 1978 18，661 4，875 5，847 166，107 195，790 
このような事情のもとに，既存の農家 1979 36 41，697 13，261 3，215 149，387 207，5訪日
兼業形態の林業労働力の総織イヒを行い， 1980 
40，606 21，333 6，567 160，796 229，:302 
1981 1，000 45，875 40，881 ，35，233 177，330 300，31日
森林組合による!t議過殺の代行がはじ 1982 2，515 57，331 43，612 36，105 191，385 330，951 
まったO その後，森林総合整備事業や 1983 790 55，036 3fJ，085 28，87'1 197，317 321，105 
間常促進総合対策事業など，政策而か 1984 4.573 55，869 35，678 20，947 202，880 319，947 
ら森林組合がねて生産過税の紛い 1985 3，437 自5，114 27，022 33，831 202，417 :361，821 
として拙定されることによって，小|問 1986 5，035 151，691 18，79G 42，417 183，002 10，974 
IITでは森林組合が林業労働力を次第に 1987 
3，069 266，580 25，844 37，634 188，146 521，273 
1988 4，854 316，647 39，137 42，514 W，219 550，:371 






なわち， 111]・の財政的なj足立!J をうけた ðí~ 3 1::クター の71E水産業を したのである。 1986年に悠木
~裁の前進である株式会社悠木の盟が設友された。 Li:JI]‘および森林組合が名 1，000万円，
森林組合役員等が 230万円を出資した。職員は46人で、あり管J:m， は森林組合の職員が出









森林組合の~Ji 業苦その1m移 に閉すことによって消単位:nf， ha，千円
化しているけ。このように森
林組合の実質的な労{働組織と
1968 15.114 702，454 して出発した怒木絞殺の縦営
1969 20.291 798.932 をみると，たいへん悲しい状
1970 20.279 806.222 態にある。経常利益では持年
1971 23.687 1.5:39 850，436 になっているカ久 と
1972 23.746 1.326 858.155 
1973 19.738 2.343 857.055 しては.r過 3年間j森林組
1974 14.841 2.450 853.441 合から毎年 700万円の補助を
1975 19.108 1.:367 969.802 してj引いるというように，
1976 17.645 2，453 1.151.199 経常的に自立することは現状
1977 16.010 16.890 2.645 1.348，458 からは閣議l~である。しかし，
1978 15.726 19.348 148 36 1.610.253 森林組合経営からみた1寺，悠
1979 222.855 18.357 3.108 4 1.902.690 
1980 128.846 15.905 5.931 3 1.706.587 
水産業の設立で労働力を安定
1981 86.699 10，170 16.351 17 514 2.005.157 ~10 に硝;保したことによって，
1982 8:3.513 1，019 19.628 24 262 2.357.559 組合の事裁の枠を広げ，地域
1983 24.111 8，680 19，604 15 392 2，375，807 の林業生産，木材の流通・力1
1984 129，722 8，:372 20，686 14 407 2，449，619 エのすべての段階の担い手-に
1985 67，180 1，025 22，621 110 18 455 2，153，167 なる前提が作りだされつつあ
198日 8，704 29，370 450 17 516 2，072，911 
1987 161，864 l，738 28，928 896 12 556 1，818，343 る。
1988 48，721 10，481 27，508 1，258 28 602 1，823，895 このように小関1町森林組合









小開地域の械林は，もともと籾1'j(t'C、あり， ha当たり 1 ， 500~2 ， 000本であったと没われる。それ
が，戦後，造林補助が行われるようになると，補助探択器準がha当たり 3，000本(現在は2，500本
のなっている)であったため， i没後の造林の盛んな時期にはha当たり， 2 ， 500本~3 ， 000本の植栽
が行われた。このような植栽が行われた林分のその後の手入れは， γ刈が7-8年， I除伐が15年
頃から実姉される。この時点でもi徐伐水の一部は1c木として利用が可能である oI徐伐後は 5年間
に i 間税j廷の nlHえが必要であると詩われている。 20il'./:t.で平均'Jr~ iÎ1j H支筏は 10-20捌， 25年生で1':i















単位:ha， %， m' 
1 n IIf ~V] 
157 
前i秘 185.23 5，016.57 2，155A4 7，357.24 
2.5 
材f! 1，148，875 1，233，772 2，382，647 










O.l'~ 1- 、5-、品 10~ 20~ 30- 50~ 100-
5 10 20 30 50 100 ha 
1960 838 471 263 58 ]5 1 12 6 2 
1970 1，077 453 434 87 GO 10 13 17 
1980 1，114 386 534 83 63 15 14 1 8 
1990 1，01:3 325 45G 121 59 12 22 10 8 
資料:I日:採決林数センサス者IljB:府県別統計-治各年版
家数を1960ifミと 1980ifで、比べてみると(表-8 )， 1 ~ 5 haJ'~í では263 人から 534 人へ， 5 -lOh在
帽では58人から88人へ， 1O~20haJ討で1ま 15人から 68人へと大きく増えている。 0.1-1haNá の人数
が減少していることを考えあわせると，払いγげによって数haから 10数haの林地拡大がなされ













ゴ: [Jlj 2，14，986 161，165 27，335 779，138 98，066 29，848 10，971 159，443 23，2:15 
比当~~ 100町。 7.5 17.0 36.4 12.6 1.4 36.8 7.4 14.6 
熊本県 59，118 4，627 685 34，510 18，279 1，817 594 5，776 735 
上ヒ ヰ1 100.0 7.8 14.8 58.4 53.0 3.1 32.7 9.8 12.7 
小U<jllj' 1，043 100 28 782 176 151 71 161 43 












kg，生シイタケが92，750kg生競され，生産者は 403人を数え，約 4舗の農林家が生産している o





















lifiL : ha 
補助事業による間伐へ移行
したと考えられる。このよ
うに小関町の間{えは，補助 1981 160 172 45 377 230 607 
事業以外でも盛んに行われ 1982 165 53 l(iG 384 271 655 
てきており，間伐は林家に 1983 165 37 31 233 649 882 
よって機機的に担われてき
1984 130 7'1 20'1 634 841 
1985 1;50 32 13 195 606 801 
林業生産からの所得を 1986 260 41 。301 471 772 
期待している林家は，主伐 1987 280 22 。302 42 344 
に代わって i郎総j間伐jを 1988 280 80 :160 41 401 















































ているo 小1~ :l1l!， J或の iDJ合， 1m伐といえども販売することが前提で、ありへそのためにある校皮Ili
fえ率を商くして箆:をまとめてl抵抗己している。
小国1庁森林組合の林政事業の売上1清算討を次にみよう O なお，この精算書の'1:1には主伐および
























合と lìíl伐の委託契約を寸る森林所有者は年11司 150~200人となる O ここで、[l1j伐の補助金額をみると，
16t 
森林組合が夜営で尖施した場合， Il伐促進総合対策卒業では， ha~ たり 51 ， 800111，森林総合殺1lìiì
lえ伐採のみが33，184内，怜採・集積の場合が66，368円の補助金が出されているが，林秀え





3 名以上，有効 '1係員4m は下，数砂手IJIII高3m~)、下で，事殺到の80% がネílì助される。また，
簡易作業道のtilJJ)]の基準lえ!日j伐対象船鞘 3ha以上，受益者:-l ~ltU二，有効 11'話践 3m 以下で，
業'i.ltの60%が補助される。このように小間1]森林組合は，林家の約機的な1m伐活動を法礎に， 1m 
伐補助事業の|ムj谷を林家に伝え，必要ならば林家に例別に{引きかけてIlU伐を促進してきた。また，























80% '自9% I小 i波間)'17% ， 














1985年より森林総合が杭・水工・製材加工をはじめており，年間 2，500nf (6 %)の3制オを購入
162 










とも基本的な事梁である。共販所は月 3聞の市を問機していたが， 1991年から月 2籾の開催に変
更しているo長1:訳は楼級で 8cm以下， 9 ~13cm ， 14~16cm ， 18~22cm ， 24~28cm ， 30cm以上と 6






10 ~ 20 79 43.9 
20 ~ 30 56 57.0 
30 ~ 40 38 66.0 
40 - 50 24 71.6 
50 ~ 60 24 77.2 
60 - 70 12 80.0 
70 - 80 1 82.6 
80 ~ 90 1 85.2 
90 - 100 6 86.6 
100 ~- 200 30 93.7 
200 -300 8 95.5 
300 -400 6 96.9 
400 '-500 2 97.4 
500 -1000 8 98.8 
1000 ~.1500 3 99.5 
1500 . -2000 99.8 
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The reagion of Oguni-cho iscarried out 1、日foresiationfor a long time. 
Oguni-cho forest owners' association (Oguni-cho F.O.A) is managed in regional forestry，and 
it has fulfilled an important function. 1n pariicular，oguniべ:hoF.O.A plaied a major function 
in the tinning action. 
This study examines outline of the reagional economy and forestry ，management of 
Oguni-cho F.O.A， thinning action ， and circulating and prosessing of thinned logs. 
In the result， 
1 )The日tractureof Oguni-chi regional forestry is formed World War I after. Thinning 
action is curried out by forest owners. 
